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認可保育所、認定こども園、幼稚園※、小規模保育事業 の みなさまへ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

こんな時に、ご活用いただけます！ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

※ 「横浜市私立幼稚園等預かり保育事業」又は「横浜市私立幼稚園２歳児受入れ推進事業」を 

実施している施設に限ります。 

 
 

保育士環境改善事業補助金のご案内 

空き部屋に保育士の

ためのロッカーや打

ち合わせ用の机・椅子

を置きたい！ 

～詳しくは、裏面をご覧ください～ 

部屋を仕切って 

保育士が休憩できる

休憩室が欲しい！ 

保育士の定着・離職防止を目的に、保育士の居室等（休憩室や更衣室等）の
整備に対して、最大 250万円を補助します。 

２次募集を行います！！ 
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横浜市保育士環境改善事業補助金の概要 
 

保育士の環境改善を図ることを目的に、保育士が休憩できる場、保育士同士がコミュニケーショ

ンを図る場としての機能を有する居室等（休憩室や更衣室等）の整備のために要する費用を補助し

ます。 

 
１ 補助対象者 

 横浜市内で下記を運営する者とします。 

⑴ 認可保育所 

⑵ 認定こども園 

⑶ 幼稚園(「横浜市私立幼稚園等預かり保育事業」又は「横浜市私立幼稚園２歳児受入れ推進事 

業」を実施している施設) 

⑷ 小規模保育事業 

 

２ 補助要件 

 下記を全て満たしていることを要件とします。 

⑴ 保育者の満足度の向上や離職防止が見込まれること 

⑵ 直近５年の間に同目的で本事業を利用していないこと 

⑶  直近５年の間に保育士の休憩室の確保や整備に対応するための費用に対する他の補助金・加

算等の交付を受けていないこと（新設園整備時の休憩室加算等） 

⑷ 保育材料費等、保育に必要な費用でないこと 

 

３ 補助対象経費 

⑴ 物品購入費 

具体例：保育士用ロッカー、保育士が打ち合わせで使用する机・椅子(事務机は除く)等 

⑵ 内装改修費 

  具体例：休憩室、更衣室の整備、間仕切り変更等 
※公的助成金や公的融資を受けた経費、人件費等運営費で賄うべき経費については、対象外です。 

※過度な設備や著しく高価なものは対象外です。（例 美容効果をうたった製水器、高級造作家具等） 

※補助金交付決定前に工事契約や物品発注を行った場合、当該経費は補助対象外となります。 

 

４ 補助金額 

補助金額は、補助対象経費に４分の３を乗じて得た額とし、総額 250万円を上限とします。 
※物品購入費及び内装改修費の合計補助金額に千円未満の端数があるときは、これを切り捨て、総額

250 万円を上限とします。 

  

５ 申請方法 

  申込期間：令和５年 11 月１日から 11 月末日まで 

【予算が上限に達した際は終了となる場合があります。】 
       ※令和６年３月 31日（日）までに事業が完了すること（物品納品・工事完了）が条件です。 

申込方法：こども青少年局 保育対策課へ必要書類をご提出ください。 

 

６ お問合せ 

こども青少年局保育対策課 担当 小関、渡部 

<電話> 045-671-4469 <メールアドレス> kd-hoikutaisaku@city.yokohama.jp 

※要綱・様式、募集要項は、こども青少年局 ［認可保育所等の整備］のページに掲載しております

ので、下記 URL からご確認ください。 

（ 「★保育士環境改善事業補助金について」 ） 

 https://www.city.yokohama.lg.jp/business/bunyabetsu/kosodate/seibi/ 

    二次元バーコードはこちら ▷          

 

https://www.city.yokohama.lg.jp/business/bunyabetsu/kosodate/seibi/

